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【背景】 
一般に陶磁器は焼成工程における焼結により緻密化する一方で収縮・変形するため、陶磁器製

品の寸法・形状を高精度に制御することは困難であり、それによって陶磁器デザインの自由度が
大きく制約されるとともに、製品製造における歩留まりが低下する原因となっていた。本研究で
は、焼成工程においてほとんど収縮せず、同時にほとんど変形しない磁器を、肥前磁器の代表的
な原料である天草磁器土を主原料として作製できることを明らかにした。さらに、磁器の焼成収
縮を抑制するメカニズムについても明らかにした。 
 
【研究成果の概要】 
 天草磁器土に珪灰石、アルミナおよび蛙目粘土をバランス良く配合することにより、1300℃焼
成後でも収縮率が２％以下という、見掛け上、ほとんど収縮しない磁器を作製できることが明ら
かとなった。さらに、それらのほとんどは焼成による変形が非常に小さい（焼成変形指数
（Pyroplastic deformation index, PI）が 1.5 × 10-6 mm-1 以下）ことも明らかとなった。 
 通常の磁器の場合、焼成中に液相から晶出するムライト結晶が針状に成長して剛直な組織を形
成することにより、1200℃以上で顕著となる焼成変形がある程度抑制される。それに対し、本研
究で開発した磁器では、珪灰石添加によってムライト晶出温度よりも若干低い温度（1200℃以下）
からアノーサイト結晶が柱状に成長し、ムライトに先んじてアノーサイト柱状結晶による剛直な
組織が形成されるため、焼成変形のみならず、焼成収縮まで大幅に抑制されることがわかった。 
 
【展望】 
 本研究で開発した磁器では高精度に寸法・形状を制御できるため、これまで敬遠されてきたシ



ャープなフォルムや薄手の磁器を思い切ってデザインすることが可能となる。さらに、大規模生
産における歩留まり向上が期待されるばかりでなく、焼成収縮による変形や割れによって作製す
ることが困難であった大型磁器の作製にも貢献できる。 
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